
令和　７年　３月１３日

（株）片平新日本技研　東京本店

文京区小石川２－２２－２

Ｒ６東京国道管内大型カルバート・トンネル点検業務

東京国道事務所管内

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　６年　４月１６日

履 行 期 間 (至) 令和　７年　３月３１日

　　９８，４５０，０００円（税込み）

＋　６３，８００，０００円（税込み）

　１６２，２５０，０００円（税込み）

1. 擁壁点検
　点検対象の一般国道３５７号空港北トンネルで、第１トンネルと第２トンネルの中間部に位置する擁壁
（Ｕ型擁壁）及び周辺擁壁はトンネルと一体構造物であり同じ規制帯内で点検が可能なことから、本業務
内で点検することが最も効率的かつ合理的なため項目を追加（増）する。
2. トンネル附属施設調査
　現地調査の結果、空港北トンネルの附帯設備を設置している京浜島換気所と空港北電気室にて施設内に
漏水があり、設置されている電気機器に支障を来す恐れがあることから漏水調査及び補修図面を作成する
する必要があるため項目を追加（増）する。
3. 歩道変状調査
　現地調査の結果、一般国道２０号半蔵門交差点付近の立入防止柵が皇居桜田濠側に傾斜し路面クラック
が発生・進行しており擁壁設置等の対策の必要性も考えられることから、歩道の変状調査として現地調査
と対策方針検討を追加（増）する。
4. カルバート埋設状況調査
　他事務所でカルバートとして管理していた構造物が実際は定期点検が必要な大型カルバートや溝橋で
あったという事案が発生した。カルバートの状態を適切に保全するにあたり維持管理を適切に行うため
に、本業務で東京国道管内の路面下に埋設されたカルバートの状況を調査することとし、項目を追加
（増）する。
5. データベース修正登録
　点検データベースの使用において、一般国道３５７号羽田空港トンネルの登録内容に不具合が発見され
た。管理上、支障を来す恐れのあることから早急に修正登録しなければならないため本業務にデータベー
ス修正登録の項目を追加（増）する。
6. 道路構造物の健全性に係わる会議運営補助
　道路構造物診断判定会議を令和６年度に開催することとしたため、道路構造物の健全性に係わる会議運
営補助を追加する（増）。
7. 情報共有システム
　業務実施に伴い情報共有システムを使用するにあたり登録料を支払う必要が生じたため、情報共有シス
テム登録を追加する（増）。
8. 機械経費
　点検の実施に伴い現場環境等に変更が生じたため、機械経費を数量変更（増）する。
9. 安全費
　定期点検に伴い、交通規制の変更が生じたため、安全費を数量変更（減）する。
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　本業務は、大型カルバート及びトンネルの各部材の状態を把握することで
損傷及び変状を早期に発見し、施設に必要な措置を特定するために必要な情
報を得るためのものであり、安全で円滑な交通を確保、沿道や第三者への被
害の防止を図るため等の維持管理を適切に行うために必要な情報を得ること
を目的に点検を行うものである。
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